
公開講座(出前講座)シート 

講
座
情
報 

講 座 タ イ ト ル がんになる前に知っておきたい「がんとの向き合い方」 

講 座 概 要 

今後、もし「がん」と診断されても自分らしく生きていくために、がん看護専門看護師から「がん

との向き合い方」に関する知識を提供します。 

1．がんと言われたときは？ 

・診断の結果を上手に受けとめる、がんと診断されたら行うこと、がんと言われたときの心の変化、

情報収集の方法 

2．がんに向き合うには？ 

・自分らしい向き合い方、社会とのつながりを保つ、治療法と準備、医療者と良い関係をつくる、

セカンドオピニオン、限られた時間を自分らしく生きる 

3．がんを知って上手く療養するには？ 

・がんの特徴、検査と診断、緩和ケア、体調を整える（食事、排泄、睡眠、ストレス対処） 

＊上記の例の他、希望に応じ内容を構成することも可能です。その際はお気軽にご相談ください。 

講座実施に関する

補 足 事 項 

パワーポイントを使用した講義形式です。 

パソコン、プロジェクターの準備をお願いいたします。 

所 要 時 間   60 分／1 回 対 象 人 数 10 人以上 対 象 年 齢 40 歳以上 

費 用 / 1 人 無料 費 用 の 目 的  

開 催 場 所 要相談 

開 催 の 条 件 指定なし 開 催 可 能 時 期 指定なし 

講 座 キ ー ワ ー ド がん、治療、生活 

講
師
情
報 

講 師 日浅友裕 所 属 ・ 職 位 看護学科 教授 

担 当 科 目  

研 究 分 野  

研 究 キ ー ワ ー ド  

教 員 情 報 Ｕ Ｒ Ｌ 

 

R e s e a r c h  m a p 
現在の種類では、データの長さは

サポートされていません。 

探求授業で求められる６つの力との関連 

課題発見・設定力 情報取集・分析力 思考力・判断力 チームで働く力 問題解決力 プレゼンテーション力 

○ ○   ○  

 

 

 



公開講座(出前講座)シート 

講
座
情
報 

講 座 タ イ ト ル 術後せん妄を理解しよう 

講 座 概 要 

高齢化の進展により、手術患者も高齢化している。 

手術前に普通の方が、手術後、急におかしくなってしまった。認知症もなかったのに。 

お父さん（おばあちゃん）がおかしくなってしまった。一時的ではあるが、そんな体験をされ戸惑

う方が見えます。認知症ではなく、せん妄という状態ですが、手術というストレス、侵襲により大

脳の過剰な興奮、中脳や視床などの活動低下によるものだといわれています。その発症原因、予防

方法、対処方法を学ぶ講座となります。 

講座実施に関する

補 足 事 項 

パワーポイントを使用した講義形式です。 パソコン、プロジェクターの準備をお願

します。 

所 要 時 間   ９０分／１回 対 象 人 数 10 人～30 人 対 象 年 齢 高校生以上 

費 用 / 1 人 無料 費 用 の 目 的  

開 催 場 所 要相談 

開 催 の 条 件 指定なし 開 催 可 能 時 期 10 月 11 月 

講 座 キ ー ワ ー ド せん妄、術後、 

講
師
情
報 

講 師 渡邉賀津広 所 属 ・ 職 位 看護学部・教授 

担 当 科 目 急性期 

研 究 分 野  

研 究 キ ー ワ ー ド  

教 員 情 報 Ｕ Ｒ Ｌ  R e s e a r c h  m a p 
現在の種類では、データの長さは

サポートされていません。 

探求授業で求められる６つの力との関連 

課題発見・設定力 情報取集・分析力 思考力・判断力 チームで働く力 問題解決力 プレゼンテーション力 

〇 〇 〇  〇  

 

 

 



公開講座(出前講座)シート 

講
座
情
報

講 座 タ イ ト ル チームワークを醸成しよう 

講 座 概 要

1999 年 1 月 11 日に発生した、横浜市立大学附属病院手術患者取り間違え事故を契機に、日本の医

療安全の取り組みは進歩した。そして医療の質・安全に向けチーム医療が求められ、チームワーク

を構成する必要がある。「リーダーシップをとる力」「状況確認する力」「相互支援を考える力」「コ

ミュニケーションを円滑に行う力」などが要求される。それらの力を、紙の鎖ゲームを通し、体験

し高めることを目的とする。 

講座実施に関する

補 足 事 項

パワーポイントを使用した講義形式後、グループワーク（4人～5人）を実施。 

1 グループ 4～5 人（ハサミ×２、スティックのり×２）長テーブル 2台（一人机４台）でワーク 

所 要 時 間   ９０分／１回 対 象 人 数 16 人～40 人 対 象 年 齢 高校生以上、看護学生 

費 用 / 1 人 無料 費 用 の 目 的

開 催 場 所 要相談 

開 催 の 条 件 指定なし 開 催 可能時期 10 月 11 月 

講 座 キ ー ワ ー ド 医療安全 Team STEPPS 

講
師
情
報

講 師 渡邉賀津広 所 属 ・ 職 位 看護学部・教授 

担 当 科 目 急性期 

研 究 分 野

研 究 キ ー ワ ー ド

教 員 情 報 Ｕ Ｒ Ｌ R e s e a r c h  m a p
現在の種類では、データの長さは

サポートされていません。

探求授業で求められる６つの力との関連

課題発見・設定力 情報取集・分析力 思考力・判断力 チームで働く力 問題解決力 プレゼンテーション力

〇 〇 〇 〇 〇 



公開講座(出前講座)シート 

講
座
情
報

講 座 タ イ ト ル 感染症予防のための知識と、手指衛生の技術を学びましょう 

講 座 概 要

新型コロナウイルス、インフルエンザウイルスなど私たちのまわりには、沢山の感染源がありま

す。このような感染源から自分自身や家族の身を守るために、この講座では感染症予防のための基

礎知識について講義を行います。その後、自分の手洗いの洗い残しを可視化できる道具を用い、自

分の手洗いの癖を知るとともに手指衛生について学んでいきます。 

講義内容 

１．感染の成立について 

２．感染の予防策について 

演習内容 

１．蛍光塗料を用いて、普段の手洗い手技の確認 

２．擦式手指消毒 

講座実施に関する

補 足 事 項

手洗いの洗い流しを確認できる道具は、準備いたします。 

手洗い場、ハンドソープ、ペーパータオル等手洗いに必要な場所および物品は準備をお願いします。

所 要 時 間  約 60 分／ 回 対 象 人 数 5～30 名 対 象 年 齢 指定なし 

費 用 / 1 人 無料 費 用 の 目 的

開 催 場 所 参加人数に応じた手洗い場所の提供が可能な場所 

開 催 の 条 件 開催可能時期 2,3,8,9 月 

講 座 キ ー ワ ー ド 感染予防 手指衛生 

講
師
情
報

講 師

古田雅俊 

岸央子 

法雲浄恵 

橋本みこと 

所 属 ・ 職 位

教授 

准教授 

助教 

助教 

担 当 科 目 基礎看護学 

研 究 分 野 基礎看護学 

研 究 キ ー ワ ー ド 看護技術教育 等 

教 員 情 報 Ｕ Ｒ Ｌ R e s e a r c h  m a p
現在の種類では、データの長さは

サポートされていません。

探求授業で求められる６つの力との関連

課題発見・設定力 情報取集・分析力 思考力・判断力 チームで働く力 問題解決力 プレゼンテーション力

〇 〇 



公開講座(出前講座)シート 

講
座
情
報

講 座 タ イ ト ル まちの保健室 みんなで健康チェック  

講 座 概 要 簡単なロコモテスト、握力、血圧を実施し健康チェックし健康づくりのきっかけにする。 

講座実施に関する

補 足 事 項
医師の診断とは、違いますので、あくまでテスト結果は、健康づくりの目安です。 

所 要 時 間   60 分／ 回 対 象 人 数 20 名程度 対 象 年 齢 40 歳以上 

費 用 / 1 人 なし 費 用 の 目 的 ― 

開 催 場 所 コミュニティセンター等で、テストができる学校の教室レベルの広さがあり、段差がない会場 

開 催 の 条 件 体操ができる服装 開 催 可能時期 通年（講義がない時間帯で要調整） 

講 座 キ ー ワ ー ド まちの保健室 健康づくり 

講
師
情
報

講 師 岡田恵子、日髙橘子 所 属 ・ 職 位 教授 

担 当 科 目 公衆衛生看護学概論、展開論Ⅰ，展開論Ⅱ、管理論 

研 究 分 野 公衆衛生看護学 

研 究 キ ー ワ ー ド 公衆衛生看護、健康づくり、地域づくり、母子保健、災害看護 

教 員 情 報 Ｕ Ｒ Ｌ R e s e a r c h  m a p
現在の種類では、データの長さは

サポートされていません。

探求授業で求められる６つの力との関連

課題発見・設定力 情報取集・分析力 思考力・判断力 チームで働く力 問題解決力 プレゼンテーション力

〇 〇 



公開講座(出前講座)シート 

講
座
情
報

講 座 タ イ ト ル 大規模災害時の被災地から、災害時の健康管理を学ぶ 

講 座 概 要 東日本大震災の災害派遣体験から、学ぶ災害時の健康管理 

講座実施に関する

補 足 事 項
東日本大震災の際に、被災地へ長期間保健師として活動した経験をもとに講義する。 

所 要 時 間  60～90 分／１回 対 象 人 数 30 名前後 対 象 年 齢 成人から高齢者 

費 用 / 1 人 なし 費 用 の 目 的

開 催 場 所 地域のコミュティセンター、公民館 

開 催 の 条 件
プロジェクター設備、講義用机、椅

子 
開 催 可能時期 通年（講義がない時間帯）要相談 

講 座 キ ー ワ ー ド 災害看護、災害時の健康管理 

講
師
情
報

講 師 日髙 橘子 所 属 ・ 職 位 教授 

担 当 科 目 公衆衛生看護学（概論・管理論）、疫学、家族看護学、保健福祉行政論 

研 究 分 野 公衆衛生看護、災害時の連携と地域活動・ヘルスプロモーション 

研 究 キ ー ワ ー ド 災害時の連携、ヘルスプロモーション 

教 員 情 報 Ｕ Ｒ Ｌ R e s e a r c h  m a p
現在の種類では、データの長さは

サポートされていません。

探求授業で求められる６つの力との関連

課題発見・設定力 情報取集・分析力 思考力・判断力 チームで働く力 問題解決力 プレゼンテーション力

〇 〇 〇 〇 〇 〇 



公開講座(出前講座)シート 

講
座
情
報

講 座 タ イ ト ル 女性の尿もれの原因と対策 

講 座 概 要

40 歳以上の女性の 4 割以上が経験しており、相談しにくい、年齢のせいなど我慢をしている方

がほとんどです。尿失禁の状態や原因に応じた対策や治療法があり、高齢になっても症状の改善は

望めます。尿失禁の特徴から自分がどのタイプに当てはまるのか、自宅でできる治療法や日常生活

での予防法について紹介します。諦めないで自身の快適な排泄を取り戻しましょう！！ 

講座実施に関する

補 足 事 項
動きやすい服装、可能であればズボン、スニーカー（ヒールの高くない靴） 

所 要 時 間  45 分程度／回 対 象 人 数 15 名程度 対 象 年 齢 成人女性 

費 用 / 1 人 無料 費 用 の 目 的

開 催 場 所 中京学院大学もしくは希望場所に出張いたします 

開 催 の 条 件 なし 開 催 可能時期 ８月～12 月 

講 座 キ ー ワ ー ド コンチネンスケア 

講
師
情
報

講 師 平工淳子 所 属 ・ 職 位 看護学部・准教授 

担 当 科 目 老年看護学 

研 究 分 野 老年看護 

研 究 キ ー ワ ー ド 高齢者、老人ホーム、認知症 

教 員 情 報 Ｕ Ｒ Ｌ R e s e a r c h  m a p
現在の種類では、データの長さは

サポートされていません。

探求授業で求められる６つの力との関連

課題発見・設定力 情報取集・分析力 思考力・判断力 チームで働く力 問題解決力 プレゼンテーション力

〇 〇 〇 



公開講座(出前講座)シート 

講
座
情
報

講 座 タ イ ト ル 超高齢者 長寿の秘訣 

講 座 概 要

わが国の総人口に占める６５歳以上人口の割合は、2025 年に 29.3％に達し、モナコの 36.3％に次

いで世界第 2 位です。百歳以上高齢者は 1990 年に 3,298 人でしたが、2025 年 9 月 1 日の時点で

99,763 人となりました。このように長寿大国となった理由に関する近年の研究を紹介し、そして、

人生における楽しみやよろこびについてついて語り合いたいと思います。 

講座実施に関する

補 足 事 項
本講座を希望される場合は、講座タイトルに関連した興味や疑問をお寄せください。 

所 要 時 間   60 分／１回 対 象 人 数 3名以上 対 象 年 齢
一般の方、学生・生徒、ど

なたでも 

費 用 / 1 人   無料 費 用 の 目 的

開 催 場 所   要相談 

開 催 の 条 件   なし 開 催 可能時期   9 月～11 月 

講 座 キ ー ワ ー ド  高齢者 長寿者 楽しみ 

講
師
情
報

講 師 青木萩子 平工淳子 加藤泉 所 属 ・ 職 位 看護学部 特任教授 准教授 専任講師 

担 当 科 目 老年看護学 

研 究 分 野 老年看護  

研 究 キ ー ワ ー ド 高齢者 長寿者 

教 員 情 報 Ｕ Ｒ Ｌ R e s e a r c h  m a p
現在の種類では、データの長さは

サポートされていません。

探求授業で求められる６つの力との関連

課題発見・設定力 情報取集・分析力 思考力・判断力 チームで働く力 問題解決力 プレゼンテーション力

〇 〇 〇 〇 


